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事例整理の考え方（「時間軸」の視点を中心に） 
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時間軸に基づく投資家目線の整理 企業価値の維持・向上にとっての重要性 
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 時間軸と企業価値との関連性等について、リスク・機会1（将来の企業価値を損なわないため対応すべき事項）と、リスク・機会2（戦略的な
環境対応による将来価値創造／非対応は事業機会の喪失という事項）の考え方をもとに、マトリクスのかたちで表現し、事例につなげる。 

 環境問題には、汚染除去費用や災
害等、短期間でリスクが顕在化する
ものもあれば、温暖化のようにリス
ク顕在化まで長い時間がかかるも
のもある。環境情報では、両方を見
る必要がある。 

 環境問題の深刻化により、事業基
盤となる社会資本、自然資本を損な
う可能性がある。そのような間接
的・波及的影響の可能性に目を向
ける必要がある。 

 短期の環境課題は、短期間で財務状況に影響
が生じることが確実、あるいは生じる可能性が
ある。一方、中長期の環境課題は、中長期の
財務状況に影響が生じる可能性がある。 

 短期的にはコストに見える環境対応も、中長期
的な価値創造・向上につながる転じる可能性を
期待/予測する中長期的な視点が重要である。 

 社会資本、自然資本、人的資本等のストック価
値創造/喪失にも目を向ける必要がある。 

 環境リスク対応とリターンの関係には、財務へ
のマイナス影響回避（リスク・機会1）と積極的
な環境対応によるプラスの財務影響創出（非対
応は事業機会喪失）（リスク・機会2）がある。 
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ハリケーンや洪水等の自然災
害による操業停止やサプライ
チェーン分断、気温上昇によ
る生産力低下 

企業のビジネスモデル等を
巡る外部環境の変化 

低炭素製品（EV等）へのシフ

トに関する政策決定、顧客や
市場の環境配慮需要の増加 

国際航海船舶への環境規制
強化、自然資源調達先での環
境変化による資源供給力低
下・調達規制・調達コスト上昇 

工場等に対する省エネ施策
施行、製品省エネ基準の変
更・強化 

 典型的な環境リスクドライ
バー 

 税制や規制等の政策動
向 

 天然資源の入手可能性 

 自然環境条件 

 サプライチェーン特性  
等 

操業地・サプライチェーン
の気候リスク評価・変更 

具体的な企業行動事例
（経営戦略等） 

低炭素製品（EV等）の開
発・販売、新市場開拓 

船舶LNG化、自然調達先
の環境変化リスク評価・調
達先の変更・多様化 

 環境イベントには過去
の傾向から影響を想定
しきれない場合もある。
企業のプロアクティブ
な対応の見極めが重
要になる。 

事業所の操業におけるエ
ネルギー使用量削減、基
準形成・新基準対応製品
の販売 


